
 

河村市長の抗議活動を重要視しない番組も存在。 

「表現の不自由展」の報道内容を検証。 

 

テレビの偏向報道を監視する団体、放送法遵守を求める視聴者の会(所在地：東京都港区、代表

理事：百田尚樹、以下「視聴者の会」といいます。)は、令和元年10月8日に展示を再開したあ

いちトリエンナーレ2019における「表現の不自由展・その後」(以下「表現の不自由展」といい

ます。)のテレビ報道について、以下の通り放送内容に関する調査を行いましたので、ご報告い

たします。 

【調査概要】 

「表現の不自由展」に関する報道において、河村市長の抗議活動を意図的に編集するなど、いわ
ゆる偏向報道が行われていないか調査した。 

【対象テレビ局及び対象番組】 

NHK/TBS/テレビ朝日/日本テレビ/フジテレビ/テレビ東京の6局地上波の報道番組について調査

を行った。なお、NHKはNHK総合を対象とした。（※詳細は別表の通り。） 

【対象期間】 

河村市長による抗議活動が令和元年10月8日14時ごろに行われたため、当日14時から深夜にかけ

ての期間を対象とした。 

【調査項目】 

下記4項目について調査を行った。なお、ここでいう「プラカード報道」とは、プラカード等を

掲げて抗議活動をする河村市長らの様子を伝える報道のことを指す。 

①「表現の不自由展」報道の有無 
②抗議者が掲げるプラカードそのものが放送内で映されたか 
③「表現の不自由展」報道内に占める「プラカード報道」の時間の割合 
④プラカードの内容自体にコメンテーターが発言をした割合について 

 



 

 ①「表現の不自由展」報道の有無 

ニュース番組内で「表現の不自由展」を報道していたかを調査した。 

結果として、6局中6局とも「表現の不自由展」については報道を行っていた。番組別調査では
19番組中13番組が報道を行い、6番組で報道が行われなかった。 

 

 ②抗議者が掲げるプラカードそのものが放送内で映されたか 

ニュース番組内でそもそもプラカードが映されたかについて調査した。 

結果として6局中6局ともいずれかの番組内ではプラカードが映されていた。番組別調査では
「表現の不自由展」の報道を行っていた12番組の内11番組では映されていたが、1番組、具体的
にはＮＨＫのニュースウォッチ9でのみ映されなかった。 

ニュースウォッチ9では、一般の方が「反対」と書かれたプラカードを掲げる様子は映像で伝え
ていたが、河村市長が抗議活動を行ったことには触れず、河村市長が抗議活動とは別に行った記
者会見の様子を放送するにとどまっていた。また、最後に専門家の意見として、表現の不自由展
再開を「判断としては妥当であった」と評価する立場の横大道聡教授（慶応義塾大学法科大学
院）の意見を放送していたが、専門家の意見については横大道教授の意見のみを取り上げていた
ため、この部分については別途レポートで検証する。 

 

 



 

③「表現の不自由展」報道内に占める「プラカード報道」の時間の割合 

「表現の不自由展」を取り扱った報道の中で「プラカード報道」を行った時間の割合を調査し

た。（※「プラカード報道」とは、プラカード等を掲げて抗議活動をする河村市長らの様子を伝

える報道のことを指す。河村市長を映していない場合には、ここでいう「プラカード報道」に含

まない。） 

NHKが9.1％、TBSが10.6％、テレビ朝日が8.8％、日本テレビが22.5％、フジテレビが17.5％、

テレビ東京が30％をプラカード報道に割いていた。 

 

④プラカードの内容自体にコメンテーターが発言をした割合について 

「表現の不自由展」に関しては19番組中12番組が取り上げ、さらには河村市長らによる抗議の

様子が11番組で取り上げられたにも関わらず、実際に河村市長らが掲げていたプラカードの内

容そのものに言及した番組はひとつもなかった。 

 

 



 

※別表「集計結果」 

 

 


